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学位論文審査の結果の要旨
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本研究は多層カーボンナノチュープ (mdとwallcd carbon manottesIMWCNT)を用いて
脳波竃極を作製し、その有用性を検証したものである。研究者が作製した新規電極は、
神経系に侵襲が及ぶ外科手術を安全に行うために必須とされている電気生理学的モニ
タリングを術中CT、MRI、X線装置と併用できることを目的としている。新規電極の
作製方法はすでに医学応用されている樹脂 (poly‐methyl―methacrylate)にMW③暉 を混
合し、超音波を照射し均等に分散し電極とした。電極特性は4端針法で測定し、濃度
依存的に体積電気抵抗は減ずることが証置月された。MW③げ濃度が50%を超えると電
極は脆くなり、安定して測定することが困難であることが判明した。MWOWを
10第0%濃度にしたそれぞれの電極で聴性脳幹反応を測定すると、シールドルーム内で
は誘発電位が明瞭に測定されることが証明された。20%濃度の電極がもつとも柔軟に
頭皮に接触し、安定した測定が可能であることが分かつた。新規電極は重さ25m恵、厚
さ250μmであり、従前のA8/AgCl皿篭極の1/10以下という薄型で軽量な電極が作製さ
れた。術中画像との併用は本電極を員占付した成人ボランティアでCTやMRIを撮影し、
画像を評価した。蠅 塊Cl皿電極では画像のゆがみ (アー チファクト)が生じたが、
本電極ではアーチファクトは皆無で直下の脳組織の評価が可能であつた。聴性脳幹反
応のみならず、体性感覚誘発電位、視覚誘発電位もA3/AgCと皿電極と同等の潜時に波
形が得られた。新規竃極はインピーダンスも5KΩ以下で1時間の測定中に上昇はなか
つた。聴性脳幹反応、体性感覚誘発電位、視覚誘発電位波形の基準振幅は各々0,63±
0,08,V(0.64±0如離AyAgCi皿竃極)、 0.53±0.20μV(0,67±0.16μV)、4.89±1.08,V
(5,83±0.06μV)であり、従前の ねげ義βl皿電極と同等であつた。すなわち、従前の
Ag/AgCl皿電極におけるX線不透過の弱点を克服し、非金属でMRIにも使用できる点、
有用性が高い。皮膚障害がないことも確認した。カーボンナノチュープの吸入で毒性
が報告されているが、新規竃極は理論上飛散せず、なおかつ毒性の高い金属製の触媒
も使用していないため安全と考えられる。本竃極は薄く手術操作に干渉せず頭皮に密
着し、画像上のアーチファクトもない。大量生産も容易である。本研究は新素材で篭
極作成する手法、その基本特性、生体電気生理学的検討、実際の臨床応用を視野にい
れた手術室内、集中治療室内での生体電位測定、術中画像装置との整合性など、臨床
応用に直結するデータが得られている。今後の発展性も望める。本大学院研究として
十分なレベルに達しており、医学博士を授受するにふさわしいと思われる。
(平成27年3月5日)
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